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※本概要書は、一般財団法人先端建設技術センターが行った先端建設技術・技術審査証明事業の審査結果を広く関係者に紹介する目的で作成したものです。（平成30年12月）

ハイパーＨジョイントの審査証明依頼者

ハイパーＨジョイントの適用イメージ

前田建設工業株式会社
〒101-0064 　東京都千代田区猿楽町2-8-8 猿楽町ビル

TEL.03-5217-9558　FAX.03-5217-9651

JFEエンジニアリング株式会社
〒230-8611　神奈川県横浜市鶴見区末広町2-1

TEL.045-505-7403　FAX.045-505-6558

先端建設技術・技術審査証明事業に関するお問い合わせ

一般財団法人 先端建設技術センター（ACTEC）企画部
TEL.03-3942-3991　FAX.03-3942-0424　http://www.actec.or.jp/

当センターでは、建設事業に係るニューフロンティア開発技術、メカトロニクス、環境保全等の先端技術で、調査・設計・施工・維
持管理等の技術、機械・設備・材料等の開発・利用技術を対象に審査証明を行っています。

道路立体交差のイメージ

河川橋梁への適用イメージ

橋脚と上部工のプレハブ化により、道路の立体交差化を
短期間に実現します。

広い桁下空間と平滑な表面形状により、周辺環境に調和したスマートな外観を実現します。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイパーＨジョイント

複数使用の場合 ハイパーブリッジへの適用

ハイパーＨジョイントの構造断面例

開断面鋼箱桁形式の上部構造
（リバーブリッジ）※

鉄骨コンクリート複合構造橋脚
（REED工法橋脚）※

ハイパーブリッジの接合部

構造高の抑制

構造高抑制による施工区間短縮の効果

一般的な構造 ハイパーブリッジハイパーブリッジ

建築限界建築限界

構造高の抑制構造高の抑制

一般的な剛結構造

支承

RC橋脚 SC橋脚

構造高を抑制できる。

突起付きＨ形鋼と鋼殻（複数個）の接合構造 鋼主桁と橋脚の接合構造

突起付きＨ形鋼と鋼殻（１個）の接合構造

鋼殻
軸方向引張力

突起付きＨ形鋼

ＳＣ構造橋脚

主桁ウェブ

横梁ウェブ

充填コンクリート

突起付きＨ形鋼
（主鋼材）

鋼殻寸法2400×800mm、H形鋼サイズ200H 鋼殻寸法3500×1100mm、H形鋼サイズ300H

道路立体交差に適用した場合、
施工区間（アプローチ部）を短縮
できる。

※印は審査証明依頼者の商品名

ハイパーＨジョイントの概要ハイパーＨジョイントの概要

ハイパーHジョイントとは、突起付きH形鋼と鋼殻を、充填コンクリートを介して接
合する鋼殻構造です。ハイパーHジョイントの構築は、突起付きH形鋼を鋼板に囲ま
れた空間内に挿入し、その空間をコンクリートで充填することで行います。

ハイパーブリッジとは、開断面鋼箱桁（リバーブリッジ）と鉄骨コンクリート複合構
造橋脚（REED工法橋脚）をハイパーHジョイントを用いて剛結した複合ラーメン
橋梁です。

ハイパーＨジョイントとは

ハイパーブリッジは、ＲＣ橋脚に支承を用いた一般的な箱桁構造と比較して、以下
のような特長があります。

ハイパーブリッジの特長

ハイパーブリッジへの適用

ハイパーＨジョイントの構造

ハイパーＨジョイントは、鋼板の拘束効果により突起付きH形鋼とコンクリート間
の付着力を向上させ、確実に複数本の突起付きH形鋼を充填コンクリートに定着す
る構造です。また、充填コンクリートは、突起付きH形鋼のフランジ面に相対する形
で鋼殻に配置されるスタッドを介して、鋼殻と一体化されます。

技術審査証明において、ハイパーHジョイントの性能は以下のように認められました。

突起付きH形鋼と充填コンクリートにより形成された鋼殻構造が、
突起付きＨ形鋼の軸方向に作用する引張力に対し、一体性を有する

①工期の短縮 ： 橋脚部と接合部がプレハブ化され、急速施工が可能
②構造高の抑制 ： 上部構造により構造高を最小限に抑制可能
③耐震性の向上 ： ラーメン構造であり、耐震性が向上
④維持管理費の低減 ： 支承のメンテナンスが不要であり、維持管理費が低減
⑤美観の向上 ： 凹凸の少ない上部構造であり、美観が向上


